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令和４年度　小・中学校における環境教育の取組み


社会科・総合的な学習の時間（第4学年）


テーマ〖　環境問題の視点から考える防災教育　〗


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　交野市立藤が尾小学校　








≪学習のねらい≫


　・ごみはどこへいくのか、水はどこからくるのかなどを学び、資源の大切さ等について考える。


　・自然災害から人々を守る活動について、資料で調べてまとめ、身の回りのことと関連させて発表することができる。


≪学習の流れ≫


　実施時期　　４月　～　1２月


�
学習活動の主な内容�
指導のポイント�
�
１


社会科�
・ごみはどこへいくのか、水はどこからくるのか学ぶ。また、電気やガスについても学び、限られた資源であることを認識するとともに身の回りの生活について振り返る機会とする。�
■児童の生活と関連させて、振り返りの機会とするとともに資源の使い方等、問題を追及、解決に向けた場とする。�
�
２


社会科�
・市の環境事業所の方を招聘し「環境教室」を実施。事業所の方にお願いし、別途、ごみ収集車も学校へ来てもらった。また、水道局見学実施。交野市の水がどこから来るのか。学校や家で使われた水はどこへいくのかなどを学ぶ。�
■事前学習や自主学習をとおして、疑問に感じたことなどを質問としてまとめる等、主体的に学習に取り組めるようにする。�
�
３


社会科


総合的な学習の時間�
・社会科見学では、京都市市民防災センターへ行き、


強風や地震等の体験や地球温暖化の問題について映像等で具体的に学ぶ。


これまでの学びを通して、新聞（児童用タブレット）にまとめる。














�
■1学期から、自宅から出るごみの行方や水について（どこから来て、使われた水はどこへ行くのか等）学ぶ中で、資源には限りがあり、自然災害は、自分たちの生活が影響していることがわかる。その中で、自分たちができることは、何なのかを考え、新聞にまとめ、発信する。児童用タブレットの授業支援ソフトを利用する。�
�
４


社会科


総合的な学習の時間�
・作成した新聞の内容を発表するとともに、今後の生活の仕方についても宣言する。発表後は、新聞を廊下に掲示し校内へ情報発信する。


・大阪府資源循環課作成の「おおさかプラスチックごみ３Ｒカードゲーム」を利用し日ごろの生活におけるプラスチックごみ問題等について、３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）の取組みを楽しく考え、進めた。�
■調べたことを読み上げるのみではなく、自分たちの生活と関連させることや発表の際に気をつけること等、指導する。また、明日からの生活にも生かすことや来年度の社会科等へのつながりも伝える。�
�
≪活用したプログラムや教材、ゲストティーチャー　等≫


　・交野市環境事業所による「環境教室」、ごみ収集車来校（講話と自宅のごみを持ち込み廃棄）。


　・交野市水道局見学、京都市市民防災センターを見学。


　・大阪府資源循環課作成の「おおさかプラスチックごみ３Ｒカードゲーム」


≪成果≫


　・児童にとって、身近なごみや水の学習が地球環境の問題にも大きく影響していることがよくわかった。


　・体験的な学習に向けた事前学習を計画的に進めたことで、見学の視点や質問内容が深まり充実した。


　・「新聞を作って、今まで知らなかった自然災害、環境問題などを知る機会ができた。」「ものをむだにしない、電気をこまめに消す、歩いていくなど少しずつでも気をつけたい。」という児童の振り返りもあった。








